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株式会社ライフケアパートナーズ 

 

～メタボリックシンドロームを基本とした生活習慣病予防サービスの開始について～ 

 

 日本生命保険相互会社・株式会社ニチイ学館・株式会社日立製作所を中心に１５社が出資して設立した健康・介護情

報サービス提供会社である株式会社ライフケアパートナーズ（本社：東京都文京区、別紙１）は、大阪大学大学院内分

泌代謝内科グループの監修のもと開発したメタボリックシンドローム（別紙２）を基本とした生活習慣病予防サービスの

提供を開始いたします。 

  

 本サービスでは、今年 4 月に我が国の診断基準が発表されたメタボリックシンドロームに着目し、生活習慣改善を図

ることを目的に、以下の内容を提供します。（別紙３） 

① メタボリックシンドロームに関するホームページ（インターネット）を開設し、集団全体への生活習慣病予防に関

する啓発を実施（別紙４） 

② インターネットに加え、コールセンターの専門スタッフ（看護師等）が ONE‐TO-ONE で、生活習慣病予備軍を対

象に、個々人の健康管理・生活習慣改善を数ヶ月にわたり支援 （別紙５） 

③ 健康保険組合・企業等の保健事業・健康増進運動を支援 （別紙６） 

  

サービスの特徴および概要は以下の通りです。 

 

特徴１／メタボリックシンドロームの先進的な研究を行なっている大阪大学大学院内分泌代謝内科による監修 

 

 大阪大学大学院内分泌代謝内科の監修により、インターネットによるメタボリックシンドロームに関するビジュアル

で分かりやすい説明手法（動画等を含む）や、健康増進法で定める健康手帳・健康日記等のコンテンツ提供を実

現しました。また、行動変容（行動修正療法等）や食事分析等の観点も取り入れ、自覚症状のないメタボリックシン

ドロームの対象者に、生活習慣改善への動機づけを、効率的かつ分かりやすく促します。 

  

特徴２／インターネット、コールセンター、支援ツール（冊子等）など各種チャネルを組み合わせPDCAサイクルに 

基づく予防プログラムを提供 

 

 本サービスでは、上記インターネットに加え、コールセンターの専門スタッフ（看護師等）が各種ツール等を有機的 

に組み合わせ、電話カウンセリングにより、生活習慣改善の計画、実行、継続、評価のPDCAサイクルに基づき、

個々人の健康管理を支援します。 

 なお、生活習慣病予防プログラムのクリニカルパスの基本形を今年度中に開発予定です。 

 

特徴３／集団全体（ポピュレーションアプローチ）・特定者（ハイリスクアプローチ）を対象とした支援 

 

  生活習慣病予防は特定のハイリスク者だけでなく、集団全体の健康づくりが大切といわれています。また、メタボリ

ックシンドロームは腹囲に着目している点で、一般的に理解しやすく取組みやすいという特性があります。    

  本サービスではこれらの特性を活かし、ツール（メジャー＝商標名：めた丸くん）やセミナー開催に加えて、集団全

体の健康へのインセンティブを高める運動（健康ポイント制度など）の企画・運営を行ないます。 

 

なお、本サービスを中心とした新たなビジネスモデルの構築へ向けて、弊社は日本生命保険相互会社・株式会社ニチ

イ学館・大阪大学大学院医学系研究科・UFJ ニコス株式会社とコンソーシアムを組み（（コンソーシアム名：メタボリック

シンドロームの質の高いヘルスケアを目指すコンソーシアム）、「メタボリックシンドローム予防・健康づくり推進事
業」と題したプロジェクトへ取り組んでおります。当調査研究事業は、平成17年度「サービス産業創出支援事業」
（経済産業省）に採択されており、平成１８年２月までに調査結果を取りまとめる予定です。（別紙７） 

以 上 



集団全体を対象とした健康増進運動の企画・運営

【健康ポイント制度の企画・運営（例）】　

ポイント評価対象活動の設定

健保

健康ポイント制度
ガイドブック

みん
なで
歩こ
う！

〈冊子・メジャー等〉

ツール配布

ポイント評価対象活動の実践健康ポイントの集計ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ・表彰

《評価項目の一例》

　　　２０分以上意識して歩いた

　　　１時間に１度、３分間背筋を伸ばした

　　　腹八分目にしている

　　　夕飯をたべたのは、寝る２時間以上前だった

　　　大きな声で笑った・歌った

　　　リラックスする時間を２０分以上もった

運　動

休　養

食　事

３ 別紙６



別紙７平成17年度「サービス産業創出支援事業」（経済産業省）の概要

※当「サービス産業創出支援事業」とは、今後、「健康サービス」「集客交流サービス」の各分野において産業発展の道標となる先導的な取組を経済産業省
　 が選定し、支援を行うものです。（今回は、健康サービス分野での採択となります。）

当コンソーシアムのメンバーは、既にメタボリックシンドローム予防の動機づけとなる健康手帳システムのプロトタイプ版の開発（大阪

大学・㈱ライフケアパートナーズ）や、コールセンターを用いた予防指導プログラムを中心とした生活習慣病予防事業の受託（㈱ライフ

ケアパートナーズ）、保険証カードの開発（日本信販）等、多岐にわたる実績を積み上げてきており、今般はこれらを基盤にした総合的

なビジネスモデルの構築を目指しています。（当調査研究の実施期間は、平成17年7月から平成18年2月となります。）

■「メタボリックシンドローム予防・健康づくり推進事業」の概要等

○当コンソーシアムでは、メタボリックシンドロームを事業のベースに置き、その予防に不可欠な個人の自己管理（セルフケア）を支援（いかに行動を
　　改善し継続できるか）していくことを主目的に、事業を展開する予定です。
○具体的には、メタボリックシンドロームの標準マニュアルを開発し（大阪大学）、プログラムの信頼性（エビデンスの確保）を更に高めます。
○また、セルフケア実施におけるインセンティブ確保のためのスキームも検討していきます。

　　これらにより、信頼性・収益性・実効性の確保できる事業スキームの構築を目指します。

信頼性信頼性

（１）“メタボリックシンドローム”のエビデンスに
基づく予防手法の構築と普及

　　
　　－大阪大学との産学共同取組

（１）“メタボリックシンドローム”のエビデンスに
基づく予防手法の構築と普及

　　
　　－大阪大学との産学共同取組

エビデンス
の確保

エビデンス
の確保

実効性実効性

（３）セルフケアを支援する新しいサービス
スキームの構築

－効果的なインセンティブを組み入れたサービス

　スキームの確立を目指す。

（３）セルフケアを支援する新しいサービス
スキームの構築

－効果的なインセンティブを組み入れたサービス

　スキームの確立を目指す。

インセンティブ
の付与

インセンティブ
の付与

課題 方策 事業目的・内容

収益性収益性

（２）メタボリックシンドローム予防やセルフケアの
重要性の啓発

－コンソーシアム参加企業の圧倒的な顧客基盤及
　びマンパワーを活用したメタボリックシンドローム
予防やセルフケアの啓発

（２）メタボリックシンドローム予防やセルフケアの
重要性の啓発

－コンソーシアム参加企業の圧倒的な顧客基盤及
　びマンパワーを活用したメタボリックシンドローム
予防やセルフケアの啓発

チャネル・
プロモーション

チャネル・
プロモーション

　さらに、ヘルスケアマネジャーの人材育成　さらに、ヘルスケアマネジャーの人材育成

健　康健　康健　康 境界域境界域境界域 疾病疾病疾病

ハイリスク
アプローチ

ハイリスクハイリスク
アプローチアプローチポピュレーション

アプローチ

ポピュレーションポピュレーション
アプローチアプローチ

（２）
メタボリックシンドローム予防や
セルフケアの重要性啓発

・マンパワーの活用　　　　
・リアルな場の提供　　　　
・各種ツール（ＩＴ／グッズ）
・人材育成　　　　　　　　　

（３）
セルフケアを支援する新しいサービス

スキームの構築
・インセンティブ確保のスキーム

《健康づくりの観点からみた事業内容の整理》《事業目的・内容》

（１）
“メタボリックシンドローム”の
エビデンスに基づく
予防手法の構築

　・標準マニュアル（病棟～外来～予防）
・わかりやすい“腹囲”による指導


